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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 プラスチックを含む炭化水素系の廃棄物を対象に、廃棄物の特性に合わせた地域内と広域のリサイ

クルを適切に組み合わせた効率的な処理・リサイクルシステムを検討しており、その実現可能性や費

用対効果を総合的に評価している。とくに、非効率な単純焼却され有効利用されていない食品廃棄物

に注目した点は良い。これらの成果は、環境行政に大きく貢献するものと判断する。 

 なお、すでにプロセスからの蒸気生成の最適化が進んでいる化学コンビナートへの外部からの蒸気

供給が、その需給バランスにもたらす影響を十分考慮することが期待される。また、蒸気配管の建設

コスト、食品廃棄物・プラスティック廃棄物の安定的で低コストの確保などの課題も今後考慮するこ

とを期待する。 


